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9. 研究実績の概要

伸長中の根端における組織パターンや遺伝子発現の動態を経時的に観察することは、技術的に困難であった。これは根の伸長により、
根端部が短時間のうちに顕微鏡の視野から外れてしまうためである。本研究課題では根の先端を自動追尾し、高倍率で長時間にわたっ
て継続的にイメージングする技術を開発し、根冠細胞の剥離過程を詳細に観察した。
１．顕微鏡システムの開発：　前年度までに、電動ステージを装着した倒立顕微鏡を横倒しにし、明視野像をもとに根端部を視野の中
央に捉え続ける顕微鏡システムを開発した。蛍光像の取得のために暗所下で観察した場合には、根の成長が途中で停止したため、電動
シャッターを用いて、蛍光像の取得時のみ照明をカットする工夫を行った。これにより最長で8日間にわたって根端部を観察し続ける
ことに成功した。
２．根冠細胞の剥離過程の観察：　細胞膜を蛍光タンパク質で可視化したシロイヌナズナを用いて根冠の剥離過程を観察した。野生型
植物においては、まず側部根冠最外層の基部側にある細胞が根から外れ、外側へ大きく湾曲することで剥離が開始された。その後、最
外層全体が根から遊離し、層構造を保ったまま根端から脱落した。剥離の開始が発芽誘導後の比較的一定したタイミングで起こるのに
対し、剥離開始から脱離までの時間は一定していなかった。さらに１つ内側の根冠層も同様の過程を経て剥離・脱落したが、剥離開始
の時間は比較的一定していた。根冠分化の制御因子であるBRN1, BRN2を欠損した変異体でも、野生型と同様に根冠の剥離が開始された
が、根からの脱離は起こらなかった。しかし最外層の脱離がないまま内側の細胞層が剥離を開始し、そのタイミングは野生型と同様で
あった。以上のことから、根冠の剥離は根の内生リズムに依存して開始されるのに対し、最終的な脱離は偶発的な刺激によることが示
唆された。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

植物 シロイヌナズナ タイムラプス 根

キーワード10.

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。



 ２版

11.研究発表

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件  （最終年度分）

／うち国際共著論文　計（０）件  （最終年度分）  ／うちオープンアクセス　計（０）件  （最終年度分）

〔学会発表〕　計（２）件／うち招待講演　計（０）件  （最終年度分）  ／うち国際学会　計（１）件  （最終年度分）

発　表　者　名

発　表　者　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

学　会　等　名

学　会　等　名

2017年03月16日

2016年09月09日

シロイヌナズナ根冠細胞の分化と剥離の動態解析

Mechanisms regulating root cap differentiation and functions

郷達明、上野皓輝、小園紗希、神谷雅子、金鍾明、遠藤高帆、宮島俊
介、中島敬二

Keiji Nakajima

発　表　場　所

発　表　場　所

鹿児島大学（鹿児島県・鹿児島市）

Taipei (Taiwan)

第58回日本植物生理学会年会

Japan-Taiwan bilateral minisymposium（国際学会）

発表年月日

発表年月日

オープンアクセス

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

最初と最後の頁 国際共著発行年巻雑　　誌　　名

論　　文　　標　　題著　者　名

査読の有無

（課題番号： 15K14548 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （2／4）



 ２版

〔図書〕　計（０）件  （最終年度分）

12.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件  （最終年度分）

〔取得〕　計（０）件  （最終年度分）

13.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件  （最終年度分）

14.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

国内・外国の別

開催年月日 開催場所国際研究集会名

産業財産権の名称 発明者 産業財産権の種類、番号権利者

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

出願年月日

取得年月日

産業財産権の名称 権利者発明者

書　　名

出　版　社著　者　名

発行年 総ページ数

（課題番号： 15K14548 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）



 ２版

15.備考

（課題番号： 15K14548 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


